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超伝導単一光子検出器 (SSPD) [1] は優れた検

出効率，カウントレート，タイミングジッタを有

し，量子光学等の様々な分野で応用されている．

近年は，より広範な分野での応用に向け，複数の

SSPD ピクセルから構成される SSPD アレイ [2] 

の開発が進められている．我々はこれまでに，冷

凍機中の SSPD アレイが要する多数の読み出し

／バイアス用ケーブルを削減するため，超伝導ロ

ジックである RSFQ [3] を SSPDの読み出しイン

ターフェイス回路として用いることを提案した 

[4]. これまでに，RSFQを用いた 4ピクセル SSPD

アレイの読み出しに成功したが [5]，より大規模

な SSPD アレイの読み出しを実現するためには，

RSFQ に供給するバイアス電流を削減すること

が課題である．そこで本研究では，低電力・低電

流駆動という特徴を有した超伝導ロジックであ

る AQFP [6] を SSPDの読み出しインターフェイ

ス回路として用いることを提案し，実際に SSPD

の読み出し実験を行う． 

Fig. 1に，冷凍機中の SSPDを読み出すための

AQFP インターフェイス回路を示す．SSPD から

入力される電流パルス信号 Iin はコンパレータに

よってサンプリングされる．コンパレータによっ

て生成されたバイナリーデータ列を XORゲート

で信号処理することによって，SSPDパルス当た

り一組のロジック 1 のペアが出力端に生成され

る．Fig. 2に，産総研の STP2プロセス [7] を用

いて作成された AQFP インターフェイスのチッ

プ写真を示す．発表当日は，AQFPインターフェ

イスを用いた SSPD 読み出し実証実験の詳細に

ついて報告する． 
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Fig. 1  Schematic of the AQFP interface circuit for SSPDs. 

 

Fig. 2  Micograph of the AQFP interface circuit.  
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